
明
治
初
期
に
お
け
る
佐
賀
落
札
整
理
の
一
考
察

i
i交
換
比
価
決
定
の
諜
相

i
i
i

里子

目

次
は
じ
め
に

削
叶

佐
賀
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
比
価
の
決
定
過
程

佐
賀
藩
札
と
新
貨
交
換
開
始
時
の
藩
札
残
額

佐
賀
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
間
開
始
時
の
様
相

む
す
び
に
か
え
て

五

は

じ

め

に

維
新
政
時
の
貨
幣
制
産
統
一
化
政
策
の
進
展
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
明
治
関
家
形
成
の
様
相
を
解
明
す
る
上
で
肝
要
な
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
維
新
政
府
が
出
し
た
落
札
と
新
貨
幣
と
の
交
換
の
問
題
を
佐
賀
県
に
つ
い
て
み
よ
う
。

八

に

銀

副

廃

止

の

政

策

を

出

す

。

こ

れ

維
新
政
府
は
、

あ
っ
た
擦
問
以
商
の
地
域
に
は
大
き
な
影
特

21 



と
み
な
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
維
新
政
」
肘
は
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
比
価

に
お
い
て
、
銀
価
格
は
路
蒋
置
照
時
つ
ま

22 

年
七
月
十
四
日
の
銭
相
場
を
基
調
に
す
る
こ
と
を
定
め
、
銭
相
場
が
な
い
場
合
に
は
、

を
交
換
比
価
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
銀
巴
鹿
止
に
よ
っ
て
、
銀
相
場
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、

-
大
阪
の
銭
貨
の
平
均
相
場

り
一
八
七一

片
の
指
令
で
銀
賞
流
通
が
な
く
な
る
わ
け
で
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
銀
札
な
ど
銀
建
で
藩
札
が
発
行
さ
れ
て
い
た
地
域
で
は
、

新
貨
と
の
交
換
比
備
の
設
定
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
た
。
交
換
比
儲
が
低
く
設
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
議
札
所
持
者
は
損
失
を
蒙
む
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
交
換
比
聞
の
設
定
の
様
相
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
藩
札
を
め
ぐ
る
維
新
政
荷
と
照
及
び
地
域
住
民
と
の
矛
盾
の
解

明
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

藩
札
が
新
貨
と
交
換
さ
れ
る
に
お
い
て
、
議
札
の
残
存
額
そ
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
藩
札
は
正
和
や
石
代
納
金
な
ど
に
用

い
ら
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
納
入
さ
れ
た
藩
札
分
だ
け
剖
収
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

の
減
少
で
あ
る
。
流
通
量
を
検
討
し
て
お

く
こ
と
は
、

の
進
展
を
検
討
す
る
場
合
必
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
に
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
も
肝
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
政
時
の
藩
札
閉
収

政
策
の
地
域
社
会
で
の
進
展
度
の
検
討
と
も
な
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
交
換
開
始
時
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

注
(
1
)

明
治
初
期
の
佐
賀
務
の
務
札
状
況
に
つ
い
て
は
、
制
稿
「
明
治
初
期
に
お
け
る
佐
賀
滋
札
状
況
」
(
「
佼
賀
大
宇
綬
一
討
論
集
」

山参防…。

一
十
三
巻
二
号
)

藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
比
舗
の
決
定
過
積

年
七
月
十
四
日
に
指
示
を
出

し
、
七
月
十
四
日
の
滞
札
相
場
を
慕
滋
ず
に
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
れ
は
銀
価
格
で
流
通
し
て
い
た
藩
札
に
対
す
る
措
置
で
あ
っ
た
が
、

新
貨
条
測
に

い
て
発
行
さ
れ
た
貨
幣
と
藩
札
の
交
換
比
側
設
定
に
つ
い
て
は
、
政
時
が

¥
七



こ
こ
に
お
い
て
は
銭
相
場
を
基
本
に
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

の
銀
自
廃
止
が
打
ち
出
さ
れ
、
銀
札
は
銭
札

と
し
て
流
通
さ
す
こ
こ
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

佐
賀
落
は
安
政

に
銀
札
を
発
行
し
た
が
、
新
震
と
の
交
換
に
お
い
て
は
、
こ
の
銀
札
と
新
貨
と
の
交
換
儲
格
の
設
定
が
肝
要
な

八
七
二
年
七
月
二
十
九
百
に
佐
賀
県
は
大
蔵
大
輔
井
上
馨
宛
に
つ
兄
佐
賀
藩
札
之
儀
ニ
付
御
届
」
と
題
す

で
あ
っ
た
。

を
提
出
し
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う

か
れ
て
い
た
。

旧
藩
之
管
内
線
通
用
之
紙
幣
去
辛
米
七
丹
十
四
日
之
相
場
ヲ
以
迫
間
御
引
換
被
仰
出

ω末
、
銅
賞
之
品
位
新
貨
相
当
ノ
定
価
披
相
定
、

新
貨
ト
旧
議
札
卜
価
格
比
較
表
追
t
土木一一一一口

t
後
日
不
都
合
然
之
様
算
剤
芳
郎
条
之
解
御
達
相
成
、
然
処
元
佐
賀
濯
之
儀
銭
相
場
無

之
処
右
卒
未
七
月
十
四
日
銀
札
六
捨
八
匁
ヲ
以
金
壱
両
ニ
換
候
旨
御
届
外
犠
ニ
有
之
、
其
頃
下
方
適
用
機
之
小
銭
代
用
ハ
茸
自
銭
点

川

ω
得
主
、
銀
札
六
拾
八
匁
ハ
丁
銭
拾
一
一

I1jJi会初期における佐賀滋キu受理の A考雲寺

枚
ヲ
以
銀
六
題
一
一
換
へ
致
通
用
来
按
一
一
付
、
ヲ
以
而
七
月
十
四
日
之
銭
相
場
ヲ

震
六
百
文
ト
相
成
、
今
般
口
遠
赤
ニ
則
之
解
ニ
照
シ
候
附
も
、
其
節
之
銭
組
閣
場
定
額
以
上
司
一
付
、
ニ
ツ
品
約
合

た
し
低
悶
却
無
之
儀
ニ
相
当
不
自
叩
、
勿
論
円
銭
之
唱
行
布
告
被
伺
出
M
H

依
銀
札
六
拾
八
匁
ヲ
以
新
貨
壱
内
銭

様
下
方
江
相
違
間
外
、
然
ル
ニ
隣
県
一
一
一
瀦
一
一
郎

-E
旧
柳
川
藩
札
之
儀
ニ
付
、
下
方
動
揺
い
た
し
候
出
ニ
布
、

ヲ
抱
キ
自
然
不
融
通
可
相
成
趣
ニ
付
、
尚
又
今
般
之
御
連
日
一

一
一
推
移
下
民

依
郎
尉
紙
較

ヲ
以
新
貨
ニ
比
格
い

同
一
致
通
用
技

徒
ブ

キ
疑
惑
一
小
致
様
篤
ト
論
逮
イ
タ
シ

表
相
添
此
段
御
間
讃
迄
御
届
仕
候
也

大
蔵
大
柄
井
上
翠
殻

佐
賀
器
発
行
の
藩
札
に
言
及
し
て
い
る
が
、
佐
賀
潜
で
は
「
銭
相
場
無
之
」
と
銭
貨
の
通
用
が
な
く
、
小
銭
代
用
と
し
て

枚
を
銀
六
底
の
相
場
で
通
用
さ
せ
て
き
た
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
銀
札
六
八
匁
は
丁
銭

の
引
換
相
場
は
銀
札
六
八
匁
そ
金

震
六

O
O文
に
相
当
す
る
旨
を
記
し
て

いブ心。

ま
た
、
柳
川
薄
札
の
値
崩
れ
が
あ
り
、

円
と
定
め
て
お
り
、

そ
れ
が
佐
賀
藩
に
も

23 



て
い
る
こ
と

て
い
る
。

24 

と
こ
ろ
で
、
こ

は
、
銀
ム
ハ
八
匁
が
金
一
円
に
相
当
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
交
換
比
率
で
は
低
い
方
で
な
か
っ
た
。

こ
の
交
換
比
率
の
問
題
は
政
府
案
と
は
相
異
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

」
こ
で
佐
貿
藩
内
の
銀
相
場
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

lま

ハ
銀
一
一
六
ト
一
ニ
匁
懸

の
金
銀
比
価
を
長
崎
街
道
の
摺
駅
牛
津
町
の
富
商
野
田
家
の

と
あ
り
、
文
政
七
年
四
月
に

文
政
期

け
て
一
日
に
は
「
金
銀
之
相
場
立
、
金
ハ
銀

か
ら
検
討
す
る
と
、
文
政
五
年
十
一

ハ
銀
一
一
六
十
五
匁
懸
ル
也
」
と
あ
り
、
ま
た
、
天
保
十
年
八
丹

一
一
成
リ
、
御
定
也
」
と
あ
る
。
文
政
期
と
天
保
期
に
は
、 月

銀
確
段
ハ

銀
は
金

に
対
し
て
ん
ハ

匁
か
ら
六
五
匁
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

が
一
円
、
が
銀
六
八
匁
と
す
る
こ
と
を
求
め
た
の
は
、
文
面
に
あ
る
よ
う
に
、
従
来
の
慣
行
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
銭
流
通
が

少
な
く
、
銭
相
場
を
基
準
と
し
て
銀
姉
格
を
設
定
す
る
こ
と
で
は
不
利
を
き
た
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
後
に
み
る
よ
う
に
、

い
て
は
、
藩
札
の
中
で
も
多
量
の
小
額
札
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
落
札
が
自
常
生
活
で
も
主
要
な
通
貨
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
た
と
み
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
佐
賀
県
が
銀
六
八
匁
を
新
寅
一
円
と
し
た
の
は
、
従
来
の
仕
き
た
り

に
おも

の
と
解
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
明
治
初
年
に
お
け
る
賞
植
な
ど
の
納
入
に
際
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
相
場
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

の
「
旧
佐
賀
器
製
造
格
幣
甘
向
井
準
備
金
自
安
」
に
お
い
て
、

此
金
六
十
四
万
千
吉
十
両
弐
分
永
富
ニ
十
二
文

そ
し
て
「
右
目
藩
中
製
造
之
格
幣
当
時
適
用
高
内
訳
等
書
面
之
通
相
違
無
御
競
候
白
」
と
あ
る
。

一
年
五
月
十
日
付
の
「
旧
佐
賀
藩
製
造
格
幣
高
井
準
備
金
自
安
」
で
は
、

と
書
き
出
し
て
い
る
。

此
金
六
十
四
万
千
百
十
両
弐
分
永
百

と
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て

両
が
銀
六
八
匁
替
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
、

銀
六
八
匁
に
当
た
る
と
す
る
の
が
慢
し
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
器
札
が
領
内
で
は
主
要
な
通
賀
だ
っ
た
の
で
、
金
貨
と
の
交
換
は



そ
れ
ほ
ど
必
要
性
そ
領
内
で
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
。

!¥ 
!¥ 

年
七
丹
十
四
日
相
場
と
し
て
、
佐
賀
県
が
銀
六
八
匁
を
新
貫
一
円
と
し
た
の
は
、
佐
繋
藩
で
の
慣
行

れ
る
が
、
政
時
が
設
定
し
た
相
場
は
新
貨
一
円
に
対
し
て
銀
七
四
匁
八
分
で
あ
っ
た
。
銀
札
通
胞
が
一
般
的
で
あ
り
、

交
換
も
そ
れ
ほ
ど
領
内
で
は
必
要
と
し
な
か
っ
た
が
、
新
貨
と
の
交
換
に
お
い
て
は
、
た
だ
ち
に
所
持
し
て
い
る
藩
札
額
に く
も
の
と
みのる

こ
と
に
な
っ
た
。

佐
賀
藩
の
上
申
に
対
し
て
、
政
府
は
次
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

明治初期における佐22i渓札主主E裂のー考祭

書
留
元
佐
賀
器
製
造
銀
札
之
義
戊
辰
年
五
月
銀
通
用
停
止
相
成
候
節
、
銭
幣
ニ
改
造
可
致
答
之
処
、
依
然
銀
称
適
用
致
居
候
上
主
銀

銭
札
照
合
価
格
比
較
表
相
定
候
規
則
一
一
付
、
銭
相
場
可
届
出
旨
卒
未
十
ニ
丹
市
甲
相
違
置
候
一
一
付
速
t
可
申
出
処
、
督
捉
受
候
尚
も
不

申
出
、
不
経
伺
私
ニ
較
表
ヲ
作
リ
下
方
江
布
達
候
段
不
都
合
之
到
ニ
付
、
お
布
達
を
早
t
取
消
取
扱
之
官
員
心
得
方
可
申
出
候
、
且

ハ
訓
パ
)

今
般
申
出
鰻

.A自
銭
一
枚
銀
二
里
一
一
換
銀
札
六
十
八
匁
ハ
調
銭
十
三
賀
六
百
文
相
成
候
ト
之
義
ハ
健
二
数
枚
之
銭
相
場
ヲ
推
算
致
シ

候
者
ニ
一
問
、
全
前
向
詩
人
片
取
引
金
壱
岡
一
一
付
術
之
相
場
ニ

t
無
之
ニ
付
取
用
難
相
成
候
条
、
前
向
日
東
京
大
板
一
一
イ
約
一
平
均
九
六

一
百
六
十
壱
文
之
相
場
ニ
栴
定
、
銀
銭
照
合
銀
七
十
四
匁
八
分
之
誤
ヲ
以
鏑
格
比
較
表
上
木
出
来
次
第
可
相
渡
、

ノ

間
お
割
合
ヲ
以
通
用
可
致
事

大
蔵
大
輔
井
上

(
印
)

こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
ハ
け
銭
相
場
を
届
け
出
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
の
に
、
督
促
を
受
け
て
も
間
け
出
て
い
な
い
こ
と
、

ω指
示
を
経
、
ず
に
、
勝
手
に
新
貨
幣
と
藩
札
の
比
較
表
を
作
成
し
、
県
下
に
布
達
し
た
こ
と
、
日
銀
と
銭
と
の
比
価
の
算
定
の
根
拠
が

薄
い
こ
と
、
同
銀
札
は
東
京
と
大
阪
の
平
均
相
場
七
四
匁
八
分
を
用
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
銭
相
場
の
こ
と
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
政
府
の

ニ
月
に
藩
札
相
場

に
つ
い
て
四
項
自
そ
出
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
の
第

!¥ 
戸七

悶リ
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銀
札
ハ
各
場
均
十
来
七
月
ト
四
日
ノ
銀
銭
相
場
一
一
照
合
シ

シ
矛
一
則
ノ
算
則
ヲ
以
テ
新
貨
ノ

の
銭
貨
に
対
す
る
相
場
で
算
定
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
た
。
ぞ
れ
ゆ
え
、
銭
相
場
が
基
準
に
な
っ
た
。
九
月
五
日
の

の
中
で
銀
札
六
八
匁
が
調
銭
二
一
一
貫
六

O
O文
と
し
て
い
る
の
は
、

ノ

ム

26 

ト
}
ゅ
の

に
対
す
る

に
数
例
の
銭
相
場
か
ら
算
定
し
た
に

す
ぎ
な
い
と
し

の
根
拠
が
薄
い
と
指
摘
し
た
の
も
銭
相
場
を
基
準
に
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

政
府
の
銀
問
廃
止
の
影
響
は
銀
経
済
閣
で
は
色
々
と
影
響
が
出
た
が
、
佐
賀
藩
で
も
藷
札
が
預
金
札
と
な
り
、
安
政
期
が
預
銀
札
で

あ
っ
た
の
と
比
べ
る
と
、
大
き
な
変
化
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
は
銀
札
中
軸
で
流
通
し
て
い
た
だ
け
に
、
か
な
り
の
混
乱
を
も
た
ら
し

た
と
み
れ
る
。
安
政
期
の
銀
札
、
明
治
二
年
の
金
札
と
佐
翼
藩
領
内
で
は
、
銀
問
、
金
自
の
両
種
の
藩
札
が
流
通
し
て
お
り
、
こ
れ
が

混
乱
の
要
隠
と
な
っ
た
が
、
新
貨
と
藩
札
と
の
交
換
比
僻
設
定
に
お
い
て
は
、
銀
札
が
問
題
に
な
っ
た
。
銀
札
流
通
は
銀
自
燦
ふ
ん
に
よ

っ
て
名
詩
的
に
は
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
に
は
流
通
し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
新
貨
と
の
交
換
比
価
は
大
き
な
課
題
で
あ
っ

句唱。
や
'
h

政
時
が
佐
賀
燥
が
算
定
し
た
銀
六
八
匁
を
余
一
円
と
す
る
こ
と
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
間
年
九
月
十
日
に
次
の
よ
う
な

問
い
合
せ
が
佐
賀
県
内
で
出
さ
れ
て
い
る
。

刷
出
紙
御
前
紙
之
内
銭
幣
ニ
改
造
可
致
筈
之
処
、
依
然
銀
称
通
用
致
居
、
督
促
受
外
部
も
不
南
出
之
義
者

回
一
候
得
、
申
せ
じ
、
不
綬
伺
私
ニ
較
表
ヲ
作
リ
及
布
達
候
義
ハ
円
銭
之
唱
御
逮
ニ
依
テ

い
つ
連
と
も
恐

ヘ
テ
致
布
遠
鏡
義
ニ
付
、
強
山
山

七
月
十
四
日
東
京
大
坂
弐
ケ
所
平
均
相
場
ヲ
以
組
問
札
銀
自
相
定
比
較
椙
成
M
H

義
如
何
之
次

第
候
哉
、
県
地
点
叩
越
技
術
も
尋
越
可
相
成
、
出
張
所
お
ゐ
て
も
了
解
不
致
一
一
付
、
紙
幣
寮
母
合
候
処
、
唯
小
銭
之
相
場
ヲ
推
シ
拾
一
一
…

貫
ム
ハ
吉
文
相
成
り
へ
ハ
壱
両
之
銭
相
場
無
之
訳
ニ
付
、
各
県
共
前
向
出
銭
相
場
無
之
向

Z
お
ノ
割
ヲ
以
比
較
表
被
相
渡
候
分
市
答
相

成
、
勿
論
右
義
一
般
之
人
気
ニ
関
係
不
戦
事
柄

ω
ヘ
モ
大
一
一
懸
念
之
筋
二
、
付
、
香
川
旧
参
事
}
い
も
打
合
今

も
可
有
之
相
談
H
H

へ
共
、
事
柄
出
張
所
限
四
一
郎
何
分
難
差
出
ニ
付
、
差
越
申
川
山

付
一
山
銭
銀
之
相
場
高
下
致
義
も
無
之
処
、

応
給
受
光
致
再
願
方
ニ

御
再
願
之
義
相
成
り
ハ
一
品
富
山
御
琵
越
相
成
度
外
、



此
段
申
越
川
ω
也中

山

血
(
事
殿

武
多
川
徳
山
県
事
殿

大
森
構
内
興
事
殿

中
限
源
四
郎

藤

瀬

こ
こ
で
は
、
七
月
十
四
日
の
東
京
・
大
阪
平
均
相
場
で
県
下
の
銀
札
相
場
と
す
る
理
由
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
燥
地
に
問
問
い
合
せ

て
も
不
明
で
あ
り
、
出
張
所
で
も
理
解
で
き
ず
、
そ
れ
ゆ
え
紙
幣
寮
へ
問
い
合
せ
た
ら
、

一
両
に
対
す
る
銭
相
場
が
な
い

は

易
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
、

-
大
阪
平
均
相
場
を
用
い
る
の
で
、
こ
れ
に
従
っ
た
比
較
表
を
渡
し
た
震
の
返
答
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
容

の
方
向
で
出
張
所
は
相
談
し
て
い
る
が
、
出
張
所
で
は
処
理
で
き
な
い
こ
と
な
の
で
、
本
庁
に
ゆ
し

明治初期における仏佼落札整玉県の一考空気

出
た
と
し
て
い
る
。

東
京
・
大
阪
平
均
相
場
で
換
算
価
揺
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

て
危
恨
を
懐
い
て
い
る
こ
と

れ
て
い
る
。

そ
の
事
情
が
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
、
設
定
に
つ
い

し
fここ
o 0) 

次ょ
のう
よな
うこ
なと
内か

一宅全 りで、
あ佐
る(賀
O]u I取
は
同
年
九
月

五
日
に
「
佐
賀
藩
之
義
一
一

一
兆
佐
賀
藩
札
之
儀
銭
相
場
無
之
処
ヨ
リ

通
用
機
之
小
銭
代
用
ハ
耳
白
銭

日
ノ
銀
札
六
十
八
匁
ヲ
以
金

枚
ヲ
以
銀
六
日
四
一
一
換
へ
致
通
用
米
候
ニ
付
、

ハ
、
銀
札
六
拾
八
匁
ハ

と
題
す
る
上
申
書
を
井
上
大
蔵
大
輔
に
提
出

両
ニ
換
候
旨
御
原
仕
儀
ニ

其
比
下
方

ヲ
以
権
一
一
七
月
十
四
百
之
銭
相
場
ヲ
相
立
候

百
文
ト
相
成
、
悶
テ
御
布
告
一
一
照
シ
新
貨
ト
ノ
比
較
低
昂
無
之
儀

27 

円
ノ
割
ニ
致
適
用
外
様
、
猶
又
下
民
疑
惑
不
致
タ
メ
較
表
取
立
相
逮

銭
之
唱
ハ
御
布
お
被
聞
出
外
後
、
部
札
ム
ハ
約
八
匁
ァ
以
新
貨

相
当
可
申
、
勿
論
円



外
段
御
届
仕
川
内
処
、
銭
相
場
之
義
督
促
受
候
テ
モ
不
申
出
不
続
向
私
ニ
較
表
ヲ
作
、
下
方
へ
布
逮
外
段
不
都
合
之
至

ハ
ネ
t
取
消
取
扱
之
官
員
心
得
方
可
申
出
旨
、
旦
今
般
市
出
候
耳
自
銭
…
枚
銀
六
原
一
一
換
銀
札
心
ハ
拾
八
匁
調
銭
拾
…
一
一

成
候
ト
之
義
ハ
、
盛
ニ
数
枚
之
銭
相
場
ヲ
推
算
致
候
者
ニ
テ
、
全
前
向
日
人
民
取
引
金
一
一
向
ニ
付
テ
之
相
場
一
一
ハ
無
之
ニ
付
、
取
用

難
相
成
M
H

条
、
諮
問
日
東
京
大
坂
二
ヶ
平
均
九
六
銭
拾
壱
賞
三
百
六
拾
壱
文
之
相
額
一
一
相
定
、
銀
銭
照
合
線
七
拾
四
匁
八
分
之
割
ヲ

以
価
終
比
較
表
上
木
出
来
次
第
可
杷
渡
、
犬
迄
之
間
布
割
合
ヲ
以
適
用
可
致
旨
御
前
紙
之
趣
奉
田
氏
候
、
依
然
銀
称
通
用
等
致
居
ノ
儀

ハ
何
レ
必
ハ
十
一
本
恐
入
儀
御
座
候
、
不
経
伺
私
ニ
較
表
取
立
下
方
へ
及
布
逮
候
ハ
円
銭
之
唱
御
違
ニ
依
リ
去
ル
五
月
中
右
唱
替
割
合
表
相

違
龍
、
猪
又
現
今
下
民

γ解
致
兼
候
者
勝
有
之
、
自
然
疑
惑
ヲ
生
シ
、
不
融
通
等
相
成
鰻
テ
ハ
不
相
済
義
ト
再
応
較
表
取
立
五
拾
ム
ハ

入
ノ
法
一
一
ヨ
リ
諭
達
イ
タ
シ
候
迄
ニ
テ
ム
ネ
ク
銀
銭
之
相
場
高
下
等
致
シ
候
儀
ニ
間
鰐
座
候
、
且
耳
出
銭
一
枚
銀
六
鹿
ニ
換
銀
札
六
拾

八
匁
ハ
調
銭
拾
一
一
一
貫
六
百
文
ト
棺
成
候
義
ハ
一
両
之
棉
場
ニ
無
之
訳
ニ
付
、
東
京
大
坂
二
ケ
所
相
場
一
平
均
価
格
表
上
木
被
下
渡
皆
、

右
ハ
従
来
下
方
取
引
筋
正
金
滞
札
ノ
ミ
ニ
テ
銭
楯
無
之
髄
テ
相
場
モ
無
之
訳
ニ
ハ
候
得
共
、
小
銭
代
用
ハ

ニ
換
候
上
ハ
、
一
口
之
取
引
銅
銭
ノ
ミ
ニ
テ
取
遺
候
節
ハ
別
右
之
都
合
ヲ
以
交
換
イ
タ
シ

場
ヲ
以
価
格
被
相
定
鰻
通
ニ
テ
ハ
…
般
違
算
ト
相
成
、
取
引
筋
及
混
乱
候
次
第

六
拾
八
匁
ヲ
以
新
貨
一
円
ノ
価
格
被
棺
定
度
、
ハ

御
開
局
成
度
、
此
段
泰
再
顕
候
、
以
上

付
、
右
布

2S 

百
文
相

一
枚
ヲ
以
銀
中
ハ
厘

一
般
人
気
二
関
シ

ニ
東
京
大
坂
棺

因
テ
ハ
現
業
紹
運
候
ヲ
拠
ニ
シ
テ
間
銀
札

司
一
一
付
、
今
又
年
実
御
諒
察
シ
上
稿
文

一
一
有
之
鍛
処
、

佐
賀
県
擢
令
多
久
茂
族
(
印
)

井
上
大
蔵
大
輔
殿

こ
こ
で
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、

場
は

一
枚
が
銀
六
腫
に
当
る
の
で
、

年
七
丹
十
四
日
の
相
場
は
銀
札
六
八
匁
を

は
銭
相
場
が
な
い
が
、
少
量
の
小
銭
が
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
相

そ
れ
を
基
に
七
月
十
四
日
の
銭
相
場
を
算
定
す
れ
ば
、
銀
札
六
八
匁
が
鵠
銭

八
七

金

に
換
算
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

二
貫
六

O



。
文
に
な
り
、

も
の
で
し
か
な
い
と
し
て
い
る
が
、

に
お
い
て
は
取
引
は

つ
は
、
政
府
が
銭
相
場
の
算
定
が
僅
か
数
例
に
よ
る

と
議
札
の
み
で
あ
り
、
銭
取
引
は
な
く
、
銭
相
場
が
な
い

そ
れ
は
新
貨

る
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

内

が
強
い
て
相
場
安
と
れ
ば
耳
自
銭

枚
が
銀
ム
ハ
塵
に
当
た
る
の
で
、

そ
の
相
場
を
用
い
た
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
述
べ
た
上
で
、
銀
札
六
八
匁
を
新
寅

殻
違
算
ト
相
成
、
取
引
筋
及
混
乱
」
、 円
に
価
格
設
定
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

-
大
阪
相
場
で
換
算
鏑
格
が

i~ 

れ
ば
、
「

般
人
気

関
シ

付
」
と
指
掘
し
て
い
る
。

に
な
っ
て
い
る
。

に
お
い
て
出
さ

/¥ 
九

二
月
の
新
貨
と
出
格
幣
婿
格
比
較

の
こ

れ
た
「
算
則
」
で
も
、
銭
栴
場
を
基
準
に
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
政
府
が
銭
相
場
を
基
に
す
る
方
針
を
と
っ
た
の
は
、
次

の

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

明治初期における佐次総本U¥l'J緊の 考祭

年
六
月
九
日
に
大
蔵
省
は
藩
札
と
新
貨
の
換
算
に
つ
い
て
布
達
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
出
e

で
「
従
前
銀
札
ノ
分
戊
辰
年

八
月
中
銀
通
用
停
止
ノ
後
銭
札
一
一
改
造
亦
ハ
銀
札
ノ
侭
銭
札
一
一
代
用
致
居
按
分
ハ
間
十
二
月
二
十
二
日
御
布
告
ノ
銅
貨
単
位
ニ
比
格

の
銀
札
は
銭
札
に
改
造
す
る
か
、
銀
札

J¥ 
日じ

あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

八
六
八
年
八
月
に
銀
流
通
が
停
止
さ
れ
、

と

の
ま
ま
で
も
、

そ
れ
を
銭
札
と
し
て
流
通
さ
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
銭
札
を
慕
に
換
算
す
る
こ
と
を
指
令
し
て
い
る
。

札
の
流
通
が
禁
止
さ
れ
、
銀
札
は
銭
札
と
す
る
方
針
が
出
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
府
と
し
て
は
、
銀
札
の
流
通
は
な
く
、
流
通

し
て
い
る
の
は
金
札
か
銭
札
の
み
と
い
う
前
提
で
あ
っ
た
。

金
札

八
七
一
年
七
月
十
四
日
の
新
貨
と

に
お
い
て

七
月
十
問
自
の
相
場

の
価
格
が
決
定
で
き
た
が
、
銀
札
の
場
合
は
、
銭
札
と
し
て
流
通
さ
せ
て
い
た
か
ら
、

七
月
十
四

日
の
銭
相
場
を
定
め
、

の
交
換
倣
格
を
算
定
す
る
と
い
う
万
式
を
と
っ
た
。
銀
札
の
交
換
価
格
設
定
で
銭
相
場
が
問

そ
れ
か

に
な
る
の
は

こ
の
よ
う

に
よ
る
。

か
銀
札
の
流
通
が
基
本
で
、
銭
流
通
が
殆
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
政
府
が
と

で
は
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
一
川
佐
賀
藩
札
之
犠
銭
相
場
無
之
処
」
と
あ
り
、
銭
紹
場
そ
れ
自
体
が
な
か
っ

の
交
換
価
格

29 



た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

い
ら
れ
て
い
た
耳
J

日
銭
一
枚
が
銀
六
毘
に
相
当
し
て
い
た
の

に
し
て
い
る
。
佐
賀
県
は
こ
の
よ
う

円
に
す
る
こ
と
を
再
度
要
望
し
た
。
そ
れ
に
は
幕
藩
期
の
通
貨
制
度
に
出
来
す
る
認
識
が

の
貨
幣
が
流
通
し
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
金
銀
貨
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
貨
幣
相
場
が
あ
っ
た
。

公
的
に
は
金
一
両
は
銀
六

O
匁
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
実
際
に
は
変
動
し
て
い
た
。

に
し
て
、
銀
六
八
匁
を
新
貨

あ
っ
た
。

に
は
金
銀
銭
一
一

で
は
銀
札
が
主
に
流
通
し
て
い
た
が
、

銀
相
場
で
は
先
述
の
よ
う
に
、
幕
末
期
に
は
金
一
両
に
対
し
て
銀
相
場
は
六
三
匁
位
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
明
治
初
年
に
六
八
匁
と
さ
れ

た
の
は
、
其
後
の
経
済
変
動
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
み
れ
る
。

一
両
が
新
貨

円
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
銀
六
八
匁
は
金

円
に
な

る
と
い
う
算
定
に
な
る
。
佐
賀
県
は
銀
六
八
匁
は
金

に
し
て
、
銀
札
と
新
貨
と
の
交
換
価
格
を
設
定
し
た
と

み
れ
る
。
銀
札
相
場
に

両
と
い
う
こ
と

て
い
る
の
は
「
算
則
」
が
銭
札
を
基
準
に
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
の
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
。
九
月

が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
、
こ
の
間

十
'
九
「
ゴ
こ

;ノ
l
l

れ
て
い
る
。
次
の
よ
う

な
内
容
で
あ
る
。

二
号
附
ヲ
以
符
願
仕
候
州
問
、
尚
又
左
一
一
申
上
候
、
抑
佐
賀
藩
銀
棺
場
之
義
ハ
審
札
発
行
後
ヨ

両
ニ
換
絶
叫
ア
低
昂
無
之
人
民
慣
習
ノ
久
シ
キ
無
疑
念
適
用
イ
タ
シ
候
ヨ
リ
去
ル
民
年
銀
適
用

御
停
止
之
節
モ
昔
侭
掘
罷
不
相
改
、
其
節
取
扱
之
官
員
不
都
合
之
義
奉
恐
入
候
得
共
、
時
ニ
棺
場
高
下
有
之
候
藩
札
ト
ハ
柳
相
違
可

有
之
、
然
ル
ニ
先
般
御
逮
之
通
点
十
未
七
月
十
四
日
銭
相
場
無
之
候
迫
、
東
京
大
坂
相
場
平
均
七
十
四
匁
八
分
ヲ
以
テ
比
較
表
御
取
建

相
成
候
、
然
ル
ニ
砂
テ
モ
下
良
之
難
渋
不
成
一
ト
方
、
右
ハ
札
位
下
落
之
諜
ニ
無
之
段
兼

m御
議
連
も
有
之
不
都
合
ハ
無
之
筈
ニ
候

得
共
、
現
際
下
方
ノ
適
用
数
十
年
来
六
十
八
匁
ヲ
以
テ
壱
両
一
一
換
来
り
候
処
、
俄
ニ
六
匁
八
分
ノ
差
相
生
シ
候
テ
ハ
諮
取
引
貸
借
ニ

烹
ル
迄
損
耗
ノ
姿
ニ
相
当
リ
、
下
民
之
摺
実
不
得
止
次
第
或
ハ
一
時
ノ
動
揺
ヲ
醸
候
哉
モ
難
湖
、
殊
-
一
右
藷
札
之
義
ハ
サ
匁
札
ヨ
リ

五
匁
以
上
ハ
金
貨
之
直
段
ニ
相
当
円
/
、
諸
取
引
貸
借
共
金
質
問
機
之
取
扱
イ
タ
シ
候
犠
ニ
付
、
旧
銅
貨
当
百
銭
等

比
較
相
成
候
ト
ハ
適
用
之
際
大
ニ
差
別
出
有
之
、
将
又
銭
棺
場
確
然
不
相
立
候
モ
到
底
普
通
之
銅
貨
稀
少
ニ
付
、
自

一
付
、
去
ル

リ
数
十
年
来
銀
六
拾
八
匁
ヲ
以
ア

弐
分
札
造
有
之
、

八
十
文
ノ
髄
位
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然
藩
札
ノ
ミ
担
行
レ
居
銑
ヨ
リ
銭
相
場
無
之
姿
ニ
推
移
リ
候
義
一
一
滴
銭

出
銭
拾
一
一
一
貫
六
百
文
之
相
場
ニ
相
成
申
候
、
且
当
壬
申
年
御
収
納
芯
代
納
之
分
ハ
現
ニ
六
十
八
匁
ノ

相
違
イ
タ
シ
候
テ
ハ
一
種
両
様
ノ
相
場
一
一
相
成
不
公
平
一
一
モ
可
相
当
、
一
芳
以
テ

ニ
比
絡
棺
成
候
様
御
許
免
有
之
度
、
此
段
再
一
一
一
申
上
投
古

口
二
父
換
イ
タ
シ
候
得
ハ
、
兼
テ
申
上
候
通
壱
両
ニ
付
茸

ヲ
以
テ
取
立
侠
央
更
一
一
比
較

ク
御
諒
察
被
成
お
銀
六
拾
八
匁
ヲ
以

7 

佐
費
県
樺
令
多
久
茂
族

井
上
大
藤
大
鱗
殿

」
こ
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の

で
は
藩
札
発
行
以
来
の
数
十
年
間
、
銀
六
八
匁
を
金
一

つ
は
、

両
と
し
て
き
た
こ
と
、

八
六
八
年
の
銀
通
用
停
止
を
命
じ
ら
れ
た
折
も
、

そ
の
ま
ま
据
え
龍
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
銀
六
八

匁
が
金
一
向
と
す
る
の
は
永
年
の
慣
行
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

二
つ
は
、
政
府
が
東
京
・
大
阪
平
均
相
場
を
用
い
て
新
貨
と
の
交
換
価

明治初期における佐賀i答礼整壌のー占考ー安祭

格
を
定
め
る
と
、
県
内
の
取
引
き
に
支
障
を
き
た
し
人
々
が
動
揺
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
東
京
・
大
阪
平
均
相
場
七
回
匁
八
分
を

に
と
っ
て
不
利
に
な
る
と
し
て

用
い
る
と
、
佐
資
器
内
の
境
行
に
く
倍
格
六
八
匁
に
対
し
て
六
匁
八
分
の
差
が
生
じ
、

い
る
。
政
府
鏑
格
を
用
い
る
と
約
一

O
%の
切
り
下
げ
に
な
る
。
一
つ
は
、
す
で
に
石
代
納
な
ど
で
は
六
八
匁
の
価
格
で
徴
収
し
て
お

り

に
交
換
価
格
を
設
け
る
と
混
乱
が
出
る
と
し
て
い
る
。

-
大
坂
平
均
相
場
を
政
府

七
丹
十
四
臼
の
平
均
相
場
が
新
貨
と
藩
札
と
の
比
価
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
超
っ
た
問
題
で
あ
る
が
、

が
佐
賀
県
に
設
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
け
れ
ど
、
佐
賀
県
側
に
も
原
臨
が
あ
る
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

枚
が
銀
六
麗
に
当
た
る
と
し
て
、
こ
れ
は
銀
札
六
八
匁
、
謂
銭
一

再
願
の
中
に
佐
賀
藩
で
は
銭
柏
場
が
な
い
の
で
耳
出
銭

寅ムハ

O

O
文
に
な
る
と
の
計
算
に
由
来
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
計
算
が
数
枚
の
銭
棺
場
か
ら
推
算
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

七
月
十
四
日
に
金

両
の
銀
相
場
を
計
上
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、

金
一
障
の
取
引
相
場
で
な
い
こ
と
を
問
題
に
し
て
い
る
。

政
府
と
し
て
、

-
大
阪
の
米
平
均
相
場
を
用
い
さ
せ
た
要
因
と
み
な
さ
れ
る
。
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に
伴
う
通
貨
措
置
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
銀

目
停
止
で
銀
貸
流
通
は
な
く
、
金
貨
と
銭
貨
の
み
の
流
通
に

な
っ
て
い

で
あ
る
と
い
う
前
提
で
政
府
は
事
を
進
め
て

い
る
。
し
か
し
、
銀
自
廃
止
の
指
示
の
中
で
銀
貨
流
通
が
簡

に
な
く
な
る
も
の
で
は
な
い
。
佐
賀
滞
は
、

J¥ 

の
落
札
発
行
で
は
金
札
を
発
行
を
し
た
が
、
安
政
期
に
発
行

さ
れ
た
大
量
の
銀
札
を
金
札
ま
た
は
銭
札
に
換
え
る
こ
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
銀
札
の
新
貨
と
の
交
換
が
問
題
に
な
っ

と
こ
ろ
で
、
佐
賀
県
は
銀
六
八
匁
を
金

て
い
る
が
、
政
時
は
、
銀
自
廃
止
の
折
の
指
令
に
従
っ
て
い
な
い
こ
と
を
後
め
て
い
る
。

銀
札
六
八
匁
が
一
耐
震

円
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て

丹
と
し
た
折
の
交
換
比
価
を
作
成
し
提
出
し
た
。
表
ー
の
よ
う
で
あ
る
。

の
銀
札
と
新
貨
の
比
価
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
佐
貿
照
と
し
て
は
銀

札
六
八
匁
が
新
貨

円
と
比
掘
す
る
こ
と
を
、
五
張
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

一
新
貨
に
換
算
し
て

か
ら
二
九
銭
四
腫
ま
で
の
十

の
銀
札
が
発
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
出
て
い
る
。
佐
賀
県
が
主
張
し
て

い
る
よ
う
に
、
銀
札
の
み
で
、
領
内
の
貨
幣
は
充
当
さ
れ
て
い
た
と
解
せ
ら
れ
る
藩
札
発
行
状
況
に
あ
る
。

日
の
「
佐
袈
落
札
之
儀

付
再
願
」
に
対
し
て
は

政
府
は
佐
賀
県
の
再
願
及
び
再
上
申
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

J¥ 
七

般
之
差
別
科
目
一
も
相
成
難
問
届
候
条
、
先
般
及
差
臼
候
通
可
担
問
心
得
候
古
学

と
、
十
月
十
七
日
に
大
蔵
大
輔
井
上
馨
名
で
指
示
し
、
申
立
を
聞
き
届
け
た
の
で
は
、

般
に
も
影
響
す
る
の
で
開
聞
き
届
け
難
た
い
と

し
て
い
る
。
ま
た
同
年
九
月

十
九
日
の
再
願
に
対
し
て
は

数
十
年
来
六
拾
八
匁
低
悶
叩
無
之
処
、
今
般
銀
銭
比
較
ニ
依
リ
歩
越
諸
取
引
下
民
損
耗
相
立
候
と
之



無
之
候
、
元
来
普
通
之
銅
貨
稀
少
器
札
附
己
被
行
、
銭
相
場
無
之
趣
ニ
付
、
特
別
之
法
方
東
京
大
坂
」
ボ

来
七
月
十
四
日
之
平
均
相
場
ヲ
以
比
較
之
犠
相
違
候
処
、
銭
一
口
二
父
換
致
候
得
者
金
壱
悶
ニ
付
耳
白
銭
拾
一
一
一
貫
六
百
文
之
相
場
ニ

相
当
リ
候
由
者
有
名
無
実
一
一
浦
口
一
一
多
分
之
正
銭
取
引
モ
必
無
之
筈
努
再
三
之
顕
ニ
モ
候
得
共
、
他
之
韓
日
一
も
相
成
難
問
届
筋
一
一

、
其
管
下
一
一
限
候
義

付
、
お
次
第
了
解
最
前
及
指
揮
校
通
相
心
得
下
方
へ
篤
と
及
説
諭
候
様
可
致
候
事

と
、
十
月
十
八
日
に
河
じ

で
指
示
し
て
い
る
、
銭
相
場
が
な
い
の
で
、

両
を
耳
出
銭

二
貫
六

O
O文
と
し
て
相
場

を
出
し
て
い
る
の
は
、

一
口
で
多
分
の
銭
取
引
も
な
い

の
で

い
は
聞
き
崩
け
難
い
と
し

あ
り
、

ま
た
、

て
い
る
。

政
府
は
佐
賀
県
の
要
望
を
い
ず
れ
も
認
め
て
い
な
い
。
「
他
之
響
一
一
も
相
成
」
と
要
望
を
承
認
す
れ
ば
、
他
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
し

て
却
下
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
様
な
課
題
が
各
地
で

て
い
た
こ
と
か
ら
く
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
政
府
の
政
策
が
可
成

り
無
理
を
含
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
る
。

明治初期における佐賀落札整思のヲ考察

一
八
九
八
年
八
月
に
銀
流
通
を
禁
じ
、
金
貨
と
銭
貨
の
流
通
に
統

こ
れ
は
銀
建
で
あ
っ
た
地
域
で
は
か
な
り
の
混
乱
を
搾
な
っ
た
。
一
片
の
指
令
の
み
で
、
従
来
の
慣
行
を
急
に
改
め
る
こ
と
も
簡
単
に

で
き
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
政
時
は
藩
札
整
理
に
際
し
て
は
、
銀
流
通
は
な
い
と
の
前
提
で
対
記
し
た
。
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
、

格
幣
価
格
比
較
」
に
諜
し
て
の
価

3
決
定
に
つ
い

な
る
「
算
問
」
そ
出
し
た
が
、
こ
れ
も
先
述
の
よ
う

シ
」
と
銭
相
場
が
基
準
に
な
っ
て
い
た
。

-
銭
相
場
が
基

さ
れ
、
銀
札
の
場
合
も
「
銀
銭
相
場
ニ
照
合
シ
其
銭
ノ

銀
目
を
廃
止
し
、

で
の
通
貨
に
統
一
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
は
銀
建
地
域
で
は
大
き
な
混
乱
を
伴
う
措
龍
で
あ
っ
た
。

佐
賀
藩
で
は
銀
札
流
通
が
主
で
銭
相
場
も
立
た
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
銀
自
廃
止
の
捕
置
は
著
し
い

っ
た
。

調
を
銀
六

八
匁
と
し
て
き
た
の
を
、
銀
七
回
匁
八
分
に
し
た
政
府
の
態
度
は
、
銀
臼
廃
止
の
措
置
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
り
、

成
り
無
理
を
伴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
藩
札
比
価
の
設
定
で
、
こ
の
措
讃
を
控
進
す
る
よ
う
な
決
定
を
政
府
が
し
て
い
る
こ
と
は
、
に
は
可

聞
で
人
々
の
反
感
を
招
く
内
容
で
あ
っ
た
。
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日
行
(
l
)
「
官
省
進
達
」
明
治
五
年
自
六
月
到
九
月
、
第
六
十
六
号
。

(
2
)

吋
野
閉
山
本
日
記
い
(
問
日
本
文
化
協
会
、
一
九
七
四
年
」
)
約
九
資
。

(
3
)

附
お
、
五
一
二
資
。

(
4
)

同
右
、
八
八
頁
。

(
5
)

「
管
省
進
途
」
明
治
双
年
十
一
月
分
。

(
6
)
同
右
。

(
7
)

「
甘
口
省
進
透
」
初
日
約
五
年
山
内
六
月
到
九
月
。

(8)

「
法
令
会
議
」
明
治
三
壬
前
六
月
大
蔵
省
第
一
一
一
号
。

(
9
)

「
誇
綴
伺
届
怒
控
」
明
治
五
年
。

(
川
山
)
「
官
省
進
達
」
明
治
五
年
白
出
七
月
到
十
一
月
。

(
孔
)
「
法
令
金
一
務
」
明
治
双
手
中
市
年
六
月
、
大
蔵
省
第
七
十
一
一
一
号
。

(
ロ
)
「
管
省
進
地
主
明
治
五
年
出
口
七
月
到
十
一
月
。

(
日
)
同
お
、
明
治
五
壬
申
九
月
ヨ
リ
十
月
迄
第
百
五
千
八
号
、
「
諸
問
脳
同
川
勝
俊
」
明
治
五
年
第
十
一
一
一
号
龍
田
町
前
警
類
。

(
日
比
)
(
日
)
「
官
省
進
達
」
明
治
五
年
自
七
月
到
十
一
月
。

(
民
)
「
法
令
会
幾
」
明
日
約
五
受
取
六
月
、
大
蔵
省
第
七
三
母
。
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藩
札
と
新
質
交
換
開
始
時
の
藩
札
幾
額

佐
賀
県
は
維
新
政
府
と
の
交
渉
で
金

円
に
つ
き
銀
六
八
匁
に
設
定
す
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
政
府
は
そ
れ
を
認
め
ず
七
四
匁
八
分

に
す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。

円
に
つ
き
銀
七
四
匁
八
分
で
交
換
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
安
政
期
と
明
治
一

の
要
望
額
の
九

O
%で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
佐
費
藩
札
は
切
り
下
げ
に
よ
る
交
換
と
な
っ
た
。

に
発
行
さ
れ
た
膨
大
な
藩
札
は
交
換
開
始
時

に
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
石
代
納
の
推
進
に
よ
っ
て
黄
租
が
藩
札
で
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に



の
考
察
を
し
て
お
こ
う
。

よ
っ
て
、
既
発
行
の
藩
札
が
回
収
さ
れ
て
い
た
の
で
、
発
行
額
そ
の
ま
ま
が
交
換
額
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
藩
札
の
回
収
状
況
が
ど

の
よ
う
に
進
展
し
て
い
る
か
の
検
討
と
も
な
る
の
で
、
以
下

八
七
二
年
十
一
月
十
八
日
に
佐
賀
関
町
権
令
多
久
氏
族
と
悶
参
事
石
井
邦
猷
は
井
上
大
蔵
大
輔
に
「
一
応
佐
賀
器
製
造
銀
札
御
引
換
ニ

付
願
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
書
類
を
提
出
し
た
。

一
見
佐
賀
藩
製
造
銀
札
之
儀
金
壱
円
ニ
付
銀
札
六
拾
八
匁
換
ニ
シ
テ
通
用
致
シ
来
候
処
、
銭
相
場
無
之
ニ
付
東
京
大
坂
平
均
相
場
之
比

較
ヲ
以
テ
銀
札
七
十
四
匁
八
分
ヲ
新
貨
壱
円
ニ
被
相
定
候
段
去
月
十
八
日
出
ノ
御
指
令
、
同
月
廿
八
日
到
着
一
一
件
布
御
改
正
之
鰐
趣

意
ヲ
以
テ
及
諭
達
、
翌
廿
九
日
占
別
紙
比
較
表
之
通
令
適
用
候
、
就
テ
ハ
旧
藩
発
行
適
用
之
紙
幣
惹
向
五
銭
以
上
ノ
分
ヨ
リ
交
換
相

始
、
五
銭
未
瀧
之
分
ハ
新
貨
相
当
之
価
註
押
印
ノ
上
令
通
用
技
様
先
般
被
相
違
候
一
一
付
、
現
今
散
布
之
銀
札
各
種
調
書
之
内
、
五
銭

以
と
ノ
分
引
換
用
新
札
一
一
テ
四
拾
壱
万
一
一
一
千
円
御
下
渡
被
下
度
、
尤
新
札
壱
円
以
上
ノ
札
間
巴
ニ
テ
ハ
民
間
通
用
方
不
弁
利
ニ
付
、

小
札
取
交
ェ
御
渡
被
下
度
泰
瀬
儀
ニ
御
座
鏡
、
問
テ
大
坂
出
張
所
紙
幣
寮
宛
之
奮
状
御
下
渡
被
下
度
此
設
泰
願
候
也

こ
こ
で
は
佐
賀
藩
製
造
の
藩
札
は
金
二
円
に
つ
き
銀
札
六
八
匁
で
比
価
を
定
め
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
ず
、
東
京
・

大
阪
平
均
相
場
で
銀
札
七
四
匁
八
分
替
に
す
る
こ
と
を
十
月
二
十
八
日
に
政
府
よ
り
指
令
さ
れ
、
そ
こ
で
二
十
九
日
か
ら
そ
の
比
価
で

通
用
さ
せ
た
旨
を
記
し
、
次
い
で
五
銭
以
上
の
藩
札
を
新
札
と
交
換
す
る
の
で
、
新
札
問

る
。
新
札
と
の
交
換
比
価
が
金
一
一
円
に
つ
き
銀
札
七
四
匁
八
分
と
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に

り
、
交
換
額
が
四
一
万
一
一
一
千
円
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

明治初期における佐賀落札務泌の一一考察

佐
賀
県
は
銀
七
回
匁
八
分
と
金

円
と
交
換
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
こ
の
折
に
「
一
見
佐
賀
蒋
銀
札
製
造
高
調
」
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

五
銭
以
上
と
五
銭
以
下
に
分
け
て
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
内
訳
は
表
2
の
よ
う
で
あ
る
。

二

O
匁
札
が
一
一
一
九
万
枚
、
一
五
匁
札
一
一
一
四
万
、

4
0匁
札
六
四
万
枚
、
八
匁
札
四
一
一
一
万
枚
、
五
匁
札
一
五
万
枚
と
大
量
に
発
行
さ
れ

て
お
り
、
な
か
で
も

O
匁
札
は
、
五
匁
札
以
上
の
中
で
は
他
の
二
倍
近
く
発
行
さ
れ
て
お
り
、

千
円
を
下
付
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

い
た
新
貨
と
の
交
換
が
進
め
ら
れ
つ
〉
あ

一
O
匁
札
が
可
成
り
流
通
の
主
軸
に

35 



雪量 2 佐賀落札の銀札製造高と:f'i.札枚数 (1872均三ll)j2 ) 

え{!a雪i務銀本し製造高調 壬昨"11月 依絞り設

銀本L42，092震19匁4分6犀 {f!.1両ニ付68匁替，銀札641，110尚2分，永120文

之内断言災支消防金27J2，110殉 1分，永87文l分iiIテ

代金562，727円53銭 3燈 {f!.1内ニ付銀札74匁8分倹

内訳

20匁札 390，789枚

目匁札 349，589枚

10匁札 644，685枚

8匁中L 430，482枚

5匁札1，588，486枚

3匁本Ll，582，427枚

2匁札1，410，625枚

1匁札1，980，366枚

8分札 34，000枚

5分札2，242，973枚

3分枚1，658，949枚

2分干し 20，000枚

代銀7，815笈780匁

11 5，243]主835匁

11 6，4461'1'850匁

11 3 ， 443~者856匁

11 7，942焚430匁

〆銀本し30，892笈751匁

{豆5銭以上

代金413，004円69銭 2問 活ハ当節引倹新札十11駁校高

{旦l円ニ付銀札74匁8分後

代(j:1H，740t'f281匁

11 2，821鈴250匁

11 1， 980W'366匁

11 27.i!t200匁

11 1，12HT486匁5分

II 49n立684匁 7分

I1 4I't日

銭20文

〆銀中Ll1，1991交268匁4分61f!!.

fE! 5銭以下

代金149，722内48銭

{包 l円ニf寸銀本し74匁 8分符

i主rri11il主i翠J(明治I!.{t'卜分)より作成。
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明治初期における佼ry議干し惑を}1fl.の一考去を

佐叙滋札の預金本し製造尚と残綴愛 3

元佐賀県製造作{金札調

預金札553，6941LJ 6銭2滋

I今

;足ハ製造高

是ハ手米八月迄ノ内引換済最前衛I1面前

経ハ壬$九月火I反租税察江上納前

定ハ 23i長， 1朱手指レt見本しノ分先!il究引換府綴j
下i皮相成リ，新中L2万円之内ヲ以引僚候分

f長金十Ll43，5551司31銭2!豆

15，000内同

際金札11，402河6銭2Jljf 

小以f員長主札169，957fTj37銭4腹

主主01

筏預金札383，736河68銭 8l!fi 

預金札33，736 P:J 68銭8r議 、壬市i日比石代米当今閲i収K.fJノ党込ニシテ

だ守!

残i資金本L35万円 長さハ当節引換杯j願{皮分

な
っ
て
い
た
こ
と
が
出
て
い
る
。

宇
品
れ
~
、

五
銭
以
下
つ
ま
り
旧
議
札

で
は
一
一
一
匁
札
以
下
で
は
、

一
匁
札

枚

一

匁

札

匁

札

一

四

一

万

九
八
万
枚
、
八
分
札
一
一
一
万
枚
、
五
分
札
一
一
一
一
四
万
枚
、

分
札
二
万
枚
と
な
っ
て
お
り
、
枚
数
で
さ

五
八
万
枚
、

一
分
札
六
五
万
枚
、

一
匁
札
以
下
の
方
が
著
し
く
多
い
。
な
か
で
も
五
分
札
は
一

で
あ
り
、
可
成
り
の
枚
数
に
な
っ
て
い
る
。

銀
札
は
五
銭
以
上
が
四

0
0四
円
、
五
銭
以
下
が
一
四
万

九
七

ニ
円
で
あ
っ
た
が
、
落
札
は
明
治
一

札
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
預
金
札
一
円
は
新
貨

に
発
行
さ
れ

円
で
交
換
さ
れ
る
の

で
、
鏑
格
的
に
は
問
題
は
な
い
が

の
発
行
で
あ
っ
た
の
で
、

役 i'I!;;'tJJ主i主J(f~J 治ノVド 1;1 郊ご二月) より作成。

複
雑
な
予
数
を
要
し
た
。
預
金
札
の
交
換
必
要
額
を
み
れ
ば
、
表
3

ょ
う
で
あ
る
。

五

六
九
四
円
の
中
で

四
万
一
一
一
五

五
五
円
は
一
八
七
一
年
八
月
ま
で
に
引
換
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い

る
。
ま
た
、

万
五

0
0
0円
は

八
七
二
年
九
月
に
大
阪
租
税
策

へ
上
納
し
た
と
し
て
い
る
。

一
朱
札
は
損
耗
度
、
が
高
い

と
し
て
新
札
と
交
換
が
終
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
交
換
が
す
で
に
終
つ

米

て
い
る
の
で
残
額
は
三
八
万
三
七
一
一
一
六
円
で
あ
る
が
、

こ
の
中
で
二

一
八
三
六
円
は

八
七

の
穏
税
の
石
代
納
な
ど
で
落
札
の
ま

で
新
札
と
交

ま
で
収
納
す
る
分
で
あ
り
、

37 



換
が
必
要
な
額
と
な
っ
て
い
る
。

銀
札
と
預
金
札
に
お
い
て
新
札
と
交
換
が
必
要
な
額
は
、

一一

O
O四
円
が
交
換
高
に
な
る
c

五
銭
以
上
の
銀
札
が
四
一
万
一
一
一

O
O閉
円
、
頭
金
札
が
一
一
一
五
万
円
と
な
り
、

-'-
ノ¥

政
府
は
先
に
藩
札
製
造
高
と
準
備
金
額
と
を
届
け
出
る
こ
と
を
命
じ
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
佐
賀
県
は
届
け
出
た
よ
う
で
あ
る
。
し

Lこカ、
提し
出
しこ
た内れ

一
日
に
「
格
幣
龍
之
議
御
猶
議
願
」
と
題
す

い
が
あ
っ
た
と
し
て

八
七

一
兆
佐
資
器
製
造
格
幣
高
井
準
備
金
御
届
之
義
、
兼
山
川
進
達
仕
置
候
処
、
違
算
之
康
有
之
鰻
付
吏
一
一
進
達
可
仕
本
月
サ
日
迄
御
鵡
諜
泰

シ
置
候
問
、

願
候
処
、
米
タ
品
川
左
越
無
之
遅
延
之
段
如
何
回
一
も
泰
恐
入
綬
ニ
付
、

ル
七
丹
十
五
自
迄
御
鵡
議
被

-̂. 

以
上

こ
れ
は
よ
れ
ば
、
藩
札
製
造
高
と
準
備
金
は
届
け
出
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、

そ
れ
に
は
計
算
遠
い
が
あ
っ
た
と
し
再
度

提
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

に
合
わ
な
い
の
で
、
提
出
期
限
を
七
月
十
五
司
ま
で
延
期
し
て
ほ
し
い
と
申
し
出
て
い

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

そ

る。

.
丹
に
は
屈
け
出
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

準
鏑
金
御
閣
高
之
内
目
安
不
合
御
間
合
一
一
付
御
届

一
冗
佐
賀
藩
藩
札
準
備
金
目
安
御
届
高
四
十
五
万
六
千
六
百
六
十
七
拘
余
之
内
訳
ニ
甲
乙
之
目
安
御
届
不
合
之
次
第
知
何
之
訳

取
調
可
申
出
口
悶
被
相
違
、
右
目
安
之
内
申
ノ
目
安
内
訳
金
札
五
万
両
余
有
之
、
乙
ノ
自
安
内
訳
一
一
ハ
金
札
弐
万
両
余
ナ
ラ
テ
無
之
、

リ
準
備
金
ノ
館
ハ
金
銀
官
札
等
取
交
備
寵
有
之
候
処
、

候
哉

万

需

之

不

足

相

及

候

儀

ハ

ハ

金

札

一

一

限
り
候
入
用
方
手
支
之
節
ハ
準
備
金
各
議
ノ
内
ェ
彼
ト
是
ト
交
換
致
候
ニ
付
、
同
ヤ
ヨ
リ
乙
ニ
宝
リ
各
種
之
不
向
有
之
訳
ニ
候
、
儲
又

叩
ノ
目
安
有
金
ヨ
リ
乙
ノ
自
安
有
金
増
加
致
シ
候
儀
ハ
、
甲
ノ
目
安
内
訳
ニ
諸
取
替

中
ヨ
リ
乙
ハ

ニ
候
、
尤
準

丹
道
ノ
円
返
済
金
取
束
乙
ノ

一
相
加
へ

一一付、

乙
ノ

ノ
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備
金
之
内
、
宮
金
之
分
ハ
替
付
以
前
之
侭
ニ
致
シ
有
之
候
処
、
去
ル
戊
民
年
古
金
銀
卜

卜
ノ
比
較
鰐
改
正
ニ
付
別
紙
目
安
之
通

間
演
為
相
成
儀
一
一
御
座
鰻

右
芳
之
次
等
御
問
問
合
ニ
付
御
属
仕
候
也

こ
の
届
け
に
よ
れ
ば
、
第
備
金
が
四
五

ム
ハ
ム
ハ
七
両
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

の
藩
札
交
換
に
お
い
て
、

そ
の
交
換
を
容
易

に
す
る
た
め
の
、
準
備
金
が
か
な
り
あ
る
。

な
っ
て
お
り
、
こ

の
問
題
は
、
申
の
目
安
金
札
五
万
円
と
し
て
い
る
の
に
、
乙
の
自
安
で
は
二
万
円
と

一
万
円
に
つ
い
て
の
理
由
で
あ
っ
た
。
佐
賀
県
は
準
備
金
は
金
銀
官
札
な
ど
か
ら
な
っ
て
お
り
、

用
の

折
に
は
金
銀
貨
太
政
官
札
で
競
う
た
め
、

と
こ
ろ
で
、
こ
の
折
に

そ
れ
が
手
支
え
の
場
合
は
、
準
備
金
の
内
よ
り
支
出
す
る
の
で
不
開
が
生
じ
る
と
し
て
い
る
。

の
準
備
金
算
出
の
内
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
一
八
七
二
年
五
月
段
階
で
の
旧
佐
賀

藩
札

に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

明治初}おにおける佐i":rll寺本し整壊の一考書客

表
5
は
、
「
旧
佐
賀
器
製
造
格
幣
高
」
で
、
表
6
そ
れ
に
せ

銀
札
が
四
万
一
一
一
五
九
五
賞
五
一
一
ニ
匁
余
で
あ
っ
た
と
あ
り
、
勝
大
な
発
行
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

藩
札
は
維
J

新
前
と
後
と
を
合
せ
て
の
引
き
換
え
残
金
は

の
内
訳
で
あ
る
。
「
従
賠
製
造
格
幣
」
と
し
て
、

八
七
一
年
五
月
十
日
段
階
で

。
一
一
万
八
二
二
九
両
と
い
う
膨
大
な
長
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
引
き
換
え
準
錆
金
は

六
六
七
湾
要
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
金
の
準
係
金
の
計
上
の
仕
方
は
特

九
両
と
預
金
札
四

O
万
九
二
一
一
八
需
の
合
計
で
あ
る
。
銀
札

さ
れ
て
い
な
い
。
預
金
札
の
中
で
は
貸
付
金
な
ど
「
返
弁
相

徴
的
で
あ
る
。
準
備
金
問

六
六
七
両
は
銀
札
の
有
金
四
万
七
五

両
は
「
返
弁
之
民
的
難
相
付
分
」
と
し

の
う
ち
五
七
万
一
四
七

成
分
」
な
ど
は
準
備
金
の
中
に
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
閉
収
可
能
な
分
が
準
備
金
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
準
備
金
は
旧
幕
府
正
貨
、
太
政
官
札
、
貸
付
金
回
戦
可
能
金
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
う
ち
、

の
一
九
万
二
八
五

O
両
は
準
備
金
の
四
四
%
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
準
備
金
の
中
で
確
実
な
の
は
約
半
数
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
藩
札
の
な
か
で
、
銀
札
は

八
七
一
年
八
月
ま
で
に
引
き
換
え
ら
れ
た
の
が
ニ
万

O
一
向
で
あ
り
、

の
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表 4 IB佐賀務製造銀本し派出官民江差出御{土誇議

会 額

l.銀札 43.555]を522匁3分

此余 641.110i附2分，永622文

内

銀札 1.505]空972匁8分

銀札 1551雪291匁 l分

残銀;j'L 41.934]i't258匁 4分

河此新貨 560.618内42銭8厘

此謬

銀札口.639笈565匁7分

鍛札 1l .238~910匁 2 分

銀札口.239貿692匁

銀札 203気888匁

銀宇し 589災472匁

内

弐拾匁キL47n雪80匁

;合2王匁中し 30411守605匁

拾う立中L428].君970匁

八匁札 162笈192匁

五匁本L285貿360匁

ご三匁札 246]雪917匁

弐匁札 1081立388匁

壱匁キL 42~守813うな

八分札 80匁

II.分4、し 91守667匁

三三分札 2]者340匁3分

小以 40、395双388匁2分

流通尚と湾当i 

銀宇L1.538J1t870匁2分

{白]此新佼 20.5731":]13銭 11浜

it Ui1'iiilii全J(明治六年ljJl/，pj分)より{十成。

m!J_、主た守i主主
'Al<@(i主

内 訳

i臼漆中51換キL巡廻林少;'T!7)L会焼却

準備金之内俊付上リ札， (Jii戸j断

流通i笥

紗派出先交換高， u:l.内訳各総聞各之

間断押印高， fEI内訳各磁器各之

務J二納之分， j日内訳各種盟各之

比絞表発令前古全長崎県取.ll.(;~分，似内訳
各穏lli在J之

比較災発令後，お河的l

数失

足ハ交換本しが汀!~..u尚之分Jt::引とil主リ数尖

之事
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明治初期における佐賀藩札整理の一考察

表 5 旧佐賀藩製造格幣高 (壬申五月十日)

金 額 内 訳

従前製造緒幣

1.銀札 43，595貫522匁3分

此金 641，110両， 永122文 辛未 7月14日相場金 l両ニ付銀68匁替

内

銀札 1，503貫502匁9分 是ハ辛未8月迄ノ内引替済

此金 22，110両 l分，永16文

8分

残銀札 42，092貫19匁4分

此金 619，001両 l分，永35文2分 準備金

内

0金 47，529両，永208文 是ハ当時有金

内

正金 13，272両 3分

金札 34，256両 1分 1朱

方く 83文

金 571，471両，永77文2分 是ハ臼進艦其外代弁戊辰己巳2ヶ年之内奥羽
出兵費用等ニ差出置返弁之目的難相付分

御一新貨製造椿幣

1.金預札 553，694両 1朱 辛未 7月14日相場金 1両ニ付金札 l両換

内

金 71，037両 l朱 是ハ辛未8月迄ノ内引替済

同 73，518両 l分 是ハ辛未8月引替済

残金預札 409，138両 3分 準備金

内

0金 144，521両 3分，永73文2分 是ハ当時有金

内

正金 125町000両

金札 19，521両 1朱

方く 10文7分

0同 189，500両，永166文5分 是ハ諸取替等昨未10月迄〆内返弁可相成分

0同 75，116両，永760文3分 是ハ貸付金並物産基立等差出買候分

注 「官省進達J(明治六年五月六月分)より作成。
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佐賀県の準備金内訳(乙)言受S

Trや4月刊毎日準備金13安

お[準備会街}属高

壬時33月川内

物産主主ま立主主外選出資{段分御尉済

鰭幣ニ{す林大蔵少永51合ニテ焼捻

当宣告上納(今月)

456，667f乱永958文

内

131，952両，永750文

92，981両，永454文8分

27，319間，永915文5分

244，393向，永797文 7分

内小訳

108，489尚，永650:3主

金

金

金

金

金

主主文小判22，369中L{-c，{日取立証主役1枚ニf寸4
i前j8合 5勺怒， 4雨6合後ニヨ|合

{呆字小半日91，112枚代， {日1&立直段l枚ニ付4
両2合5匁怒 3向9合6I'J 6札625ヲli会

奨文を分判

弐分判

売さ分銀

弐朱余

金主を

金手L

38，726附

7符 1，永929文4分

31，181間

389両2分

200両

30円

25，368両3分

468文3分

ぎを

金

会

金

金

A

品
脱
会
金
永

た
め
準
備
金
と
し
て
は
六
一
万
九

O
O
一
一
向
に

な
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち

万
一
四
七

間
は
、

日
進
丸
の
購
入
費
、
戊
民

戦
奥
羽
出
軍
費
と
し
て
支
出
さ
れ
、

万
五
二
九
時
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
銀
札
の
九

割
は
す
で
に
支
出
さ
れ
て
い
る
。
銀
札
は
箪
盤
、

戊
辰
戦
費
に
殆
ん
ど
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、
藩

財
政
が
こ
の
龍
で
破
綻
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
出
て
い
る
。
こ
れ
を
補
う
た
め
に
急
拠
預

金
札
が
発
行
さ
れ
、
発
行
額
も
五
五
万

」
¥
マ
じ

一ノ
r
寸ノ

両
と
膨
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
預

成州
金
札
に
お
い
て
も
、

ト
ふ山
川
両
で
八
割
が
す
で
に
支
出
さ
れ
て
い
る
。
預
金

司吋
Jイ
札
に
お
い
て
も
、
財
政
支
出
が
な
さ
れ
、
こ
の

間
聞
か
ら
も
財
政
支
出
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。

治州
藩
札
の
発
行
は
、
財
政
逼
迫
の
た
め
に
行
わ

創
れ
て
お
り
、
大
量
の
発
行
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

労ほ
そ
れ
だ
け
に
物
価
騰
貴
な
ど
の
影
響
が
で
た
と

、f」

一
四
万
四
五

み
な
さ
れ
る
。
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準
備
金
四
五
万
六
六
六
七
一
均
一
二
分
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
九
万
二
五
八
一
需
は
貸
付
金
二
六
万
四
六
一
六
両
余
の
う
ち
の

一
万
七
三
一
一
一
九
両
は
す
で
に
引
き
換
え
済
み
の
落
札
で
焼
却
さ
れ
た
分
で
あ
る
。
こ

伊七

万

ームザ勾
;， 

の
返
金
を
引
い
た
残
金
で
あ
る
。
ま
た
、

れ
ら
を
差
引
く
と
三
一
一
一
万
六
三
四
六
部
が
準
備
金
で
あ
る
が
、
一
一
一
月
に
す
で
に

九
二
両
が
上
納
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
残

は

一O
万
四
一
一

一一一

一
一
一
両
で
、
こ
れ
が
今
回
の
上
納
分
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
一

O
万
八
四
八
九
鍔
は
箪
文
小
判
こ

六
九
枚
の
代
金
、

六
一
両
が
保
字
小
判
九
一
一
ニ
枚
の
金
額
で
あ
り
、

ま
た
太
政
官
札
も
二
万
五
一
一
一
六
両
あ
る
旨
を
記
し
て

J¥ 
七

い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
す
れ
ば
、
旧
幕
府
貨
幣
が
可
成
り
蓄
積
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
れ
か
ら
し
て
、
佐
賀
県
庁
が
保
有
し
て
い
た
貨
幣
は
貸
付
金
を
含
め
て
四

六
六
七
両
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

付
残
や
焼
却
分
の
残
り
一
一
一
三
万
六
一
一
一
四
六
両
が
政
跨
へ
の
上
納
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
準
備
金
は
政
府
に
収
納
さ
れ
、
新
た
に
藩
札
交
換

さ
き
に
交
換
必
要
藩
札
額
は
七

用
に
新
貨
が
下
付
さ
れ
る
が
、

0
0四
円
と
み
た
の
で
、
約
四
四
%
分
を
政
府
は
準
備
金
の
上

納
に
よ
っ
て
補
填
し
た
こ
と
に
な
る
。

明治初期における佼l~r謀本し怒烈の一考察

明
治
六
年

ト
で
つ

月
に
佐
賀
県
参
事
石
井
邦
猷
は
井
上
大
故
大
輔
に
引
き
換
え
用
金
札
の
下
付
を
願
っ
た
が
、

れ
て
い
る
。

そ
の
願
い

に
は
次
の

元
佐
賀
小
城
潟
県
ニ
於
テ
製
造
預
金
札
綿
引
換
大
蔵
省
、
以
願

元
佐
賀
小
城
阿
蘇
一
一
胎
テ
預
金
札
製
造
高
之
内
上
納
芥
支
消
等
ノ
分
ハ
差
引
別
紙
鵠
書
之
通
二
外
条
、
引
換
用
新
札
ヲ
以
テ

載
之
金
数
御
一
「
渡
被
下
度
奉
願
義
ニ
御
座
候
、
国
テ
紙
幣
寮
宛
ノ
令
状
僻
下
渡
被
下
度
、
此
段
泰
願
候
也

新
札
一
一

万
円

ハ
元
佐
賀
製
造
預
金
札
引
換
用

二
叫
ん
万
円ハ
元
小
城
製
造
預
金
札
引
右
同
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小
以
新
札
一
一
一
拾
七
万
円

同

撲
令
多
久
茂
族

井
上
大
蔵
大
輔
殿

こ
こ
で
は
性
質
藩
と
小
城
藩
が
発
行
し
た
滞
札
交
換
用
の
新
札
一
一
一
七
万
円
の
下
付
を
願
い
出
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
護
金
札
五
五

一
一
六
九
四
円
余
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
可
成
り
多
額
の
発
行
額
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
一

一
五
五
五
円
余
が
明
治
半
米
八
月
ま

で
に
引
き
換
え
ら
れ
て
い
る
が
、
明
治
六
年
一
月
段
階
で
は
ま
だ
…
一
一
八
万
一
二
七

六
円
が
未
引
換
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
三
万
三
七
三
六

円
は
正
税
や
石
代
納
等
で
問
収
さ
れ
る
と
し
、

小
城
藩
に
お
い
て
は
漣
札
が
凹
万
四
八
一
二
四
月
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
一

に
引
き
換
え
焼
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
残
札
一
一
一
万
一
一
一
一
一
三

O
円
の
う
ち
一
万
二
一
二
三
四
円
は
、

札
や
石
代
納
で
回
収
さ
れ
る
と
し
、
残
札
二
万
円
に
対
す
る
新
札
の
下
付
を
願
い
出
て
い
る
。

‘
八
七
二
年
十
一
月
段
階
で
は
新
札
四
一
万
一
一
一
エ

こ
の
う
ち
佐
賀
器
製
造
の
預
余
札
の
引
換
用
分
は
一
一

新
札
下
付
闘
い
離
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

一
一
五
万
円
を
新
貨
幣
で
の
下
付
を
申
し
出
て
い
る
。

二
五

O
四
円
が
壬
ゆ

月
か
ら
陪
三
月
ま
で

に
あ
る
よ
う
に
下
付
さ
れ
て
い
る
新

一
月
で
は
一
一
一
七
万
円
に
な
っ
て
い
る
。

の
下
付
を
願
い
出
て
い
た
が
、
七
一
一

あ
る
。
藩
札
が
正
税
や
石
代
納
な
ど
で
回
収
さ
れ
る
分
を
除
い
た
た
め
、

の
申
諾
に
対
し
て
、
政
府
は
七

十
九
日
に
大
藤
大
輔
井
上
納
者
名
で
、
次
の
よ
う
な
指
示
を
出
し
た
。

月

一
拾
万
円
大
坂
出
張
紙
幣
寮
ニ
お
ゐ
て
下
渡
候
条
、

ヲ
以
紙
幣
寮
ヨ
リ
令

状
請
取
、
新
貨
価
五
銭
以
上
又
者
五
銭
以
内
一
一
向

一
泊
押
印
難
出
来
技
手
織
書
沙
問
条
之
通
敢
行
、
当

日
相
違
候
趣
ヲ

大
蔵
大
輔
井
上
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ー七
新
札
一
一
一
十
万
円
安
大
阪
で
下
付
す

二
月
十
八
自
に

で
れ
て
い
る
。
ま
た
、
損
耗
札
な
ど
に
つ
い
て
の
指
示
も
出
し
て
い
る
。

八

ま
た
、

一
一
於
テ
製
造
預
金
札
上
納
芥
支
消
等
之
残
引
換
用
新
札
可
下
渡

ω条
、
当
一
月
廿
日
相
違
外
通
官
員
派
出
先
申

立
引
換
金
請
取
外

と
、
申
し
出
の
通
り
新
札
を
引
き
換
え
の
た
め
に
渡
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

注
(
1
)
(2) 

(3) 

(
4
)
 

(5) 

(6) 

明治初期における佐賀滋札務関の A考察

「
誇
綴
向
刈
羽
織
綴
」
明
治
五
年
第
二
百
一
二
十
五
号
、
「
守
口
市
匂
進
透
」
明
治
五
年
十
一
月
分
。

「
務
願
伺
附
脱
者
際
」
明
治
五
年
。

「
富
市
協
進
迷
」
明
日
約
五
年
十
一
月
分
第
二
百
凶
十
母
、
「
諸
般
伺
印
刷
品
衛
怒
」
明
治
五
年
。

「
諸
制
加
伺
印
総
書
控
」
明
治
六
年
一
月
ヨ
リ
二
月
山
内
山
~
五
号
、
「
官
同
省
進
達
」
明
治
六
年
自
一
八
月
到
二
月
。

「
官
省
進
達
」
明
治
五
年
十
一
月
分
。

日
刊
布
、
明
治
六
年
自
一
月
到
二
月
第
十
号
。

臨

佐
費
落
札
と
新
実
と
の
交
換
開
始
時
の
様
栂

佐
賀
藩
札
の
整
現
が
政
府
の
政
策
に
よ
っ
て
必
要
に
な
っ
た
が
、

交
換
を
顕
い
出
て
、
「
落
札
引
換
用
新
札
二
万
円
御
下
渡
願
ニ
付
偶
」
を
提
出
し
た
。

J¥ 
七

年
九
月
に
佐
賀
県
は
磨
滅
し
た
佐
賀
藩
札
の
新
札
と
の

元
佐
賀
藩
金
調
札
よ
内
、
手
摺
レ
シ
テ
適
用
渋
滞
下
民
難
渋
一
一
件
、
右
引
換
用
普
通
之
格
幣

通
新
札
ニ
万
円
被
御
下
渡
旨
御
附
紙
相
成
川
勺
一
付
、
別
紙
読
書
之
通
御
晶
子
渡
被
下
渡
泰
願
候
也

井
上
大
蔵
大
輔
殿

万
円
御
下
波
奉
願
外
処
、
願
出

佐
賀
県
縫
令
多
久
茂
族
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新
札
下
布
を
願
っ
て
い
る
が
、
手
摺
と
欝
滅
し
た
藩
札
が
新
札
に
相
当
す
る
ほ
ど
出
て
い
る
。
か
な
り
流
通
し
て
い
た
こ
と

が
窺
え
る
。
二
朱
札
と
一
朱
札
の
手
摺
と
磨
滅
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
に
も
出
て
い
る
。

二
朱
壱
朱
小
札
之
分
製
造
高
合
札
壱
万
七
千
百
零
七
前
五
十
六
文
二
分
之
分
、
手
摺
磨
滅
シ
テ
適
用
難
相
成
ニ
付
、
右
引
換
之
遇
不

相
立
候
テ
ハ
下
方
難
渋

と
あ
り
、
弐
朱
、
一
朱
札
の
損
耗
震
が
高
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
預
金
札
の
品
質
が
悪
く
、
流
通
に
も
支
障
を
き
た
し
、
そ
れ
が
た

め
に
新
貨
幣
と
の
交
換
が
必
要
に
な
り
、
新
貨
ニ
万
円
の
下
付
を
要
望
し
て
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
一
万
円
は
金
額
札
の

一
分
札
、
一
分
札
、
ニ
朱
札
、
朱
札
と
の
交
換
用
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
、
新
貨
幣
の
受
取
証
の
案
文
に
出
て
い
る
。
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新
札
弐
万
円
也

金
札
之
内

但
氾
佐
賀
藩
製
造
金
預
紙
幣
一
一
分
一
分
札
之
所
磨
滅
之
分
、
且
又

朱

朱
之

: 

:悉対
皆
御
号!
換
金

右
正
請
取
候
白

壬
ゆ九
月
H
九
日

紙
幣
頭
芳
間
顕
正
殿

と
交
換
さ
れ
る
金
預
札
の
種
類
が
記
さ
れ
て
い
る
。

話

記

の

願

い

に

対

し

て

、

政

府

は

大

蔵

大

輔

井

上

饗

名

で

、

次

の

よ

う

に

日

に

指

示

し

て

い

る

。

毒
菌
申
出
之
通
新
札
一
一
万
円
下
渡
候
、
模
令
参
事
調
印
之
証
書
ヲ
以
紙
幣
察
、
5
受
取
之
引
換
藩
金
札
ハ
今
度
相
違
外
手
続
ヲ
以
大
坂

佐
賀
県
擢
令
多
久
茂
族

八
八
ニ
年
九
月

出
張
関
祭
江
上
納
可
致
候
事

新
札
二
万
円
を
下
付
す
る
と
し
、

そ
れ
と
交
換
し
た
旧
札
は
大
坂
紙
幣
寮
に
納
入
す
る
よ
う
に
指
示
し
、
品
質
の
悪
い
預
金
札
を
回

収
し
よ
う
と
し
て
い
る
。



の
札
が
短
期
間
に
製
造
さ
れ
た
た
め
に
、
品
質
が
劣
り
問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
新
札
と
交
換
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
政
府
の
新
札
下
付
の
指
示
に
対
し
て
、
佐
賀
県
は
、
一
八
八
ニ
年
九
月
に
新
札
の
引
き
渡
し
を
願
い
出
た
。
佐
賀
県
擢

令
多
久
茂
族
は
井
上
大
蔵
大
輔
に
「
元
佐
賀
藩
製
造
銀
札
御
引
付
ニ
付
願
」
と
題
す
る
書
類
を
提
出
し
た
。

一
兆
佐
賀
藩
製
造
銀
札
之
義
、
金
壱
丹
ニ
付
銀
札
六
拾
八
匁
換
ニ
シ
テ
通
用
致
シ
来
鏡
処
、
銭
相
場
無
之
ニ
付
、
東
京
大
坂
平
均
相
場

之
比
較
ヲ
以
テ
銀
札
七
十
四
匁
八
分
ヲ
新
貨
壱
円
一
一
被
相
定
候
段
去
月
十
八
日
出
之
御
指
令
、
同
月
廿
八
日
到
着
ニ
付
、
右
御
改
正

之
御
趣
意
ヲ
以
テ
及
諭
達
、
翌
サ
九
日
ヨ
リ
別
紙
比
較
表
之
通
令
通
用
候
、
就
テ
ハ
旧
藩
発
行
適
用
之
紙
幣
差
向
五
銭
以
上
之
分
ヨ

リ
交
換
棺
始
、
五
銭
未
満
之
分
ハ
新
貨
相
当
之
錨
位
押
印
之
上
令
通
用
候
様
先
般
被
相
違
候
一
一
付
、
現
今
散
布
之
銀
札
各
種
調
書
之

内
五
銭
以
上
之
分
引
換
用
新
札
ニ
側
四
拾
壱
万
三
千
円
御
下
ヶ
渡
シ
被
下
度
、
尤
新
札
壱
円
以
上
之
札
一
向
日
ニ
テ
ハ
由
民
間
適
用
方
不

弁
利
ニ
付
、
小
札
取
交
上
御
渡
シ
被
下
度
泰
願
犠
-
一
御
麗
候
、
因
テ
大
坂
出
張
紙
幣
寮
宛
江
今
般
御
下
渡
被
下
度
此
段
奉
顕
候
世

預
金
札
は
、

佐
賀
県
参
事
石
井
邦
猷

明治初期における佐賀務札務濯の一考察

佐
賀
県
擢
令
多
久
茂
族

井
上
大
蔵
大
輔
殿

佐
賀
藩
藩
札
と
新
札
と
の
交
換
比
価
設
定
の
経
緯
に
ふ
れ
た
後
、
政
府
指
示
の
比
備
で
交
換
を
行
う
た
め
、
新
札
の
下
十
仰
を
願
っ
て

い
る
。
五
銭
以
上
に
務
札
引
換
用
と
し
て
新
札
四
一
万
一
一
一

0
0
0円
の
下
布
を
申
し
出
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
折
に
表
?
の
よ
う
な
新

貨
と
藩
札
と
の
価
格
比
較
表
が
添
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
金
一
円
に
付
銀
札
七
四
匁
八
分
替
え
と
し
た
も
の
で
、
各
種
藩
札
と
新

貨
と
の
比
備
は
次
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
銀
札
二

O
匁
が
新
貨
で
六
銭
七
一
腹
と
定
め
ら
れ
、
以
下
各
種
の
藩
札
も
さ
き
の
比

で
は
銀
札
限
万
二

O
九

れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
折
に
五
銭
以
上
と
以
下
の
銀
札
総
額
が

九
八
匁
割
分
ム
ハ
盟
と
な
ゥ
て
お
り
、
こ
れ
を
一
円
に
付
銀
札
七
回
匁
八
分
替
で
算
定
す
れ
ば
金
四

四
万
九
七
二
一
一
一
円
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
折
に
佐
賀
濯
が
製
造
し
た
銀
札
の
製
造
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れ
て
い
る
が
、

価
を
基
礎
に

入
の
法

そ
れ
は

一一
O
O四
円
六
九
銭
ニ
厘
に
な
り
、
後
者
は



四
万
余
、
一
一
一
分
札
一
六
五
万
余
と
い
ず

れ
も
吾
万
枚
以
上
発
行
さ
れ
て
お
り
、
八
匁
札
以
上
が
六
四
万
以
下
で
あ
る
の
に
対
し
て
著
し
く
多
い
。
小
額
銀
札
の
発
行
枚
数
が
格

段
が
多
い
こ
と
は
、
銀
札
が
流
通
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

雪量 7 政府設定の銀本しと

彩73ぎの比価

銀 i'L ~rr笈{関

2分 3 D項

3分 4Jfil. 

5分 71I立

8分 1銭 1股

1匁 1銭 3[If¥ 

2分 H:l1HlI 

3匁 4銭

5匁 6銭 7IItl 

8匁 10銭 7股

10匁 12銭 31年予

15匁 20銭

20匁 26銭 7J翠

枚
数
を
み
れ
ば
、
小
額
銀
札
の
発
行
数
が
多
い
。

O
匁
札
が
一
二
九
万
余
枚
、

六
八
五
枚
と
あ
り
、
こ
れ
自
体
可
成
り
な
枚
数
で
あ
る
が
、

匁
札

匁n.
札匁
札
は

に
多
い
。

一
一
一
匁
札
一
五
八
万
余
、

四
一
万
余
、

日以

(
1
)
(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(5) 
「
諸
問
一
般
向
附
閣
議
授
」
明
治
五
年
。

「
甘
口
省
准
一
透
」
明
治
五
年
自
五
月
到
九
月
。

向。向。「
宮
市
羽
巡
透
」
明
治
五
年
十

向
付
分
第
二
百
三
十
五
号
。

lH'!'(1';i遂迷J(明治Ii.均十
手FJ分)第235Y}より作成。

各
議
銀
札
枚
数
、

そ
の
代
銀
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
叩

詳
し
く
調
査
さ
れ
て
い
る
。

銀
札
総
額
閉
万。
九

一
九
匁
四
分
、
こ
れ
は
金

円
に
つ
き
七
八
匁
四
分
と
し
た
場
合
、

五
六
万

七

七
円

五
三
銭
に
当
た
る
と
し
て
い
る
。
膨
大
な
銀
札
が
発
行
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
、
こ
こ
に
も
出
て
い
る
。
各
種
銀
札
の
発
行

一
O
匁
札
六
四
万
四

一
五
匁
札

四
万
九
五
八
九
枚

五
八
万
八
四
八
六
枚
と
八
匁
以
上
の
枚
数
と
比
べ
る
と
格
段

五
分
札

九
八
万
余
、



五

む
す
び
に
か
え
て

佐
賀
藩
が
発
行
し
て
い
た
藩
札
の
新
貨
幣
と
の
交
換
比
価
の
決
定
過
程
と
交
換
必
要
額
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
交
換
比
価
の
決
定
に

際
し
で
は
、
佐
賀
藩
内
の
従
来
の
金
銀
相
場
は
余
り
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

八
六
八
年
五
月
の
銀
自
廃
止
に
よ
っ
て
、
銀
貨
流
通
が

な
く
な
り
、

の
み
の
流
通
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
器
札
と
新
貨
と
の
交
換
比
価
に
お
い
て
は
、

年
七
月
十
四
日
の
藩
札
価
絡
が
基
準
と
さ
れ
た
が
、
銀
札
に
お
い
て
は
、
銭
貨
と
の
比
価
に
よ
っ
て
設
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
た
。
銭
貨
相
場
が
な
い
折
は
東
京
・
大
阪
平
均
相
場
を
用
い
る
と
し
た
が
、
佐
賀
県
は
、
従
来
出
佐
賀
藩
領
域
内
で
は
銭
相
場

が
な
い
の
で
、
出
来
の
銀
相
場
を
基
準
に
し
て
交
換
比
価
を
定
め
る
こ
と
を
求
め
、
金
一
円
に
対
し
て
銀
六
八
匁
の
設
定
を
要
望
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
銭
相
場
が
な
い
と
す
れ
ば
、
東
京
・
大
阪
平
均
棉
場
合
用
い
る
と
し
て
銀
七
四
匁
八
分
に
定
め
た
。
佐
賀
県

に
対
し
て
一
O
%
の
削
減
で
あ
っ
た
。
銀
目
廃
止
に
よ
る
影
響
が
滞
札
交
換
時
に
如
実
に
出
て
き
て
い
る
。
政
府
政
策
の
強
要

J¥ 
七

明治初J!llにおける佐賀落札経理の~~祭

と
も
い
え
る
内
容
で
あ
っ
た
。

藩
札
発
行
高
と
流
通
高
に
つ
い
て
の
検
討
で
は
、
銀
札
を
金

円
に
対
し
て
銀
七
凶
匁
八
分
と
し

一
一
七
二
七
円
あ
り
、

」
の
う
ち

五
銭
以
上
が
四

0
0四
月
あ
っ
た
。
ま
た
、
預
金
札
は
五
六
九
四
円
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、
既
引
換
分
と

正
税
や
石
代
納
金
な
ど
の
残
金
三
五
万
円
あ
り
、
両
者
計
七
六
万
余
が
交
換
必
要
額
で
あ
っ
た
。
銀
札
、
預
金
札
向
者
の
発
行
総
額
の

約
二
四
%
程
度
は
、
石
代
納
金
、
既
引
換
な
ど
に
よ
っ
て
M

処
理
さ
れ
て
い
た
。
石
代
納
の
推
進
と
藩
札
で
租
税
を
上
納
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
藩
札
で
上
納
が
す
す
め
ら
れ
た
結
果
、

の
交
換
額
は
発
行
額
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

ま
だ
多
額
の
濯
札
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
落
札
と
新
貨
と
の
交
換
は
護
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
特
に

内
で
は
基
軸
通
貨
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
貨
幣
制
度
を
地
域
に
設
定
し
て
い
く
上
で
は
、
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
は
重
要
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
旧
佐
費
藩
領
域
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
新
貨
幣
制
度
に
強
制
的
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
銀
撤

で
は
藩
札
が
領
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絡
の
一

O
%削
減
の
上
で
そ
れ
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
価
値
収
奪
を
受
け
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
だ
け
に
、
維
新
政
府
の
進
め
る

新
貨
政
策
は
生
民
と
の
矛
腐
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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